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４ まゆみ学園理念 

 

インテグレーション

インタラクション

インクルージョン

異なる複数のものを組み合わせ「統合」すること。
幼児教育・保育・子育て支援及び各施設の連携・職員一人ひとり3つのキーワード等を「統
合」すること。

「相互」行動を起こした時、一方通行にならず相手側の行動に対応しリアクションをする。
相談システムを活用し8の字サイクルで対応及びPDCAを活用しさらなる改善

社会を構成するすべての人は、多様な属性やニーズを持っていることを前提として、性別や人種、民族や
国籍、出身地や 社会的地位、障害の有無など、その持っている属性によって排除されることなく、誰もが
構成員の一員として分け隔てられることなく、地域であたりまえに存在し、生活することができる社会。イン
クルージョン、（社会的） 包摂、包容ともいう。

「インクルーシブ教育」 とは、こうした 「排除」を行ってきたことの反省の上に立って、「障害のある子も無
い子も共に学び、共に育つこと」ができること、 最初から分けずに包みこもうという概念。つまり、どんな
障害や病気（あるいは他の事情）をもつ子どもでも学校から排除されず、共に学びあえるような学校を
権利として保障しようとするもの。

分離教育＝排除

「インクルーシブ」の反対は「 イクスクルーシブ 」。「排除的、排他的」という意味です。

まゆみ学園の運営理念
運営体制を一体的・一貫的に対応するために３つのキーワードで包括的に構築する
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幼保連携型認定こども園3施設を中心とした機能
少子化・人口減少社会に於ける認定こども園は、まち・ひと・しごとの拠点施設機能

幼児教育機能

乳児保育機能

地域・子育支援拠点

地域・交流支援

地域・高齢者の
憩いの場

子育支援

期待される効果

きめ細やか住民サービスの提供
利用者支援事業

質の高い教育
保育の提供

☆ 地域の定住促進並びに地域活性化・人口減少・少子化対策
☆ 利用者支援機能・児童発達支援機能
☆ 貧困対策としての機能 ⇒こども食堂⇒長期休業中の子どもの居場所
☆ 子どもや高齢者の食を通して地域の農業の活性化並びに 6次化
☆ 災害時の子どもや乳児・妊婦さんの居場所としての拠点施設
☆ 従業員枠・連携企業枠・地域枠・病後児保育

社会福祉協議会

地域ボランティアセンター

高齢者施設 ディケアー

街の商店・企業

保健センター

中学校

高校生

小学校

地域自治会

子育て支援団体

農家

チャイルドケアハウス
こどもの家

企業主導型保育所

6

子育て世代包括支援センターMum

教育・福祉施設の壁を越え 協働・共感・共用・共有

幼保連携型認定こども園の内部組織の相談システムの構築

幼保連携型認定こども園としての8の字サイクルと相談システム

幼児
教育

養育

保育療育
学園の理念

地域・子どもたちの最善の利益
実践のための相談システム

幼保連携型認定こども園＋地域・子育て支援センター＋企業指導型保育所＋病後児保育＋児童発達支援事業

インテグレーション

インクルージョン インタラクション

「孤立から共感の社会へ」
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玄関 

 

 
乳児・幼児交流ホール 

 
事務室 

 
０歳児保育室 

 

 
１歳児保育室 

 
２歳児保育室 

 
こどもトイレ⑴ 

 

 
廊下⑴ 

 
廊下⑵ 

 
３歳児保育室 

 

 
４歳児保育室 

 
５歳児保育室 

 
こどもトイレ⑵ 

 

 
遊戯室 

 
厨房 
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地域・子育て交流コーナー 

〔地域・子育て支援センターDen〕 

 
 

〔地域・子育て支援センターDen〕 

 
職員室・会議室 

 
児童発達支援室 

〔マーブルハウスまゆみ〕 

 
中庭 

 

〔備品整備にあたりご協力いただきました皆様〕 

 
テーブル・椅子〔木の店ステラ〕 

 

 
とちのき 〔木の店ステラ〕 

 
グランドピアノ〔日野屋楽器店〕 

 
ヘキサゴン・コミュニティプール 

〔星野工業〕 

 
園庭遊具 〔アネビー〕 

 

 
飾り棚・ロッカー〔SOU LABO〕 

 

 

福島こどものとも社 ふくしまワンダー PLANTS 虹乃森（順不同・敬称略） 
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１０ 園庭遊具・植栽配置図 
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１１ 災害時に対する施設機能 

 

３．１１東日本大震災・原発事故以来 この地域における非常時・災害時の子ども施設はどうあるべき

か、そして災害時の子どもや妊婦さんの居場所のための模索として平成 30 年「まゆみぷらす」の建築時

は水の確保をテーマに地下水（飲料水）自動給水装置並びガチャポンプ１．５トンのタンクを設置、停電で

も１・５トンの水を確保、その水はビオトープに使ったり、夏場の水遊びでは水をふんだんに使うことが出来

た。また冬には消雪用にも使えいろいろ応用できる。今回の新施設にも同じ考え方で地下水を確保し遊び

の応用も考慮した物を設置。 

３．１１はまだ春が遠く雪も降る時期だった。電力がストップするとほとんどの電化製品が機能しない。暖

を取る方法は石油ストーブやファンヒーターもあるが電気を使わない方法として薪ストーブを設置、自然に

も優しい物であり火の大切さや温もりも伝えることができる。また輻射熱の効果で暖房効率を上げることが

できる。 

また、災害時は電力が回復するまで、最低限の施設機能を保つことが重要と考えている。玄関にて発電

機を始動➡玄関に設置した非常用発電機電源盤から事務室に電気を供給するシステム。野外活動でも活

用できる大型の蓄電池など、今までの災害経験からまゆみ学園として最低限必要なものとして設置。 
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